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ロング決勝ロング決勝ロング決勝ロング決勝 22222222 位の快挙！位の快挙！位の快挙！位の快挙！    

多田宗弘多田宗弘多田宗弘多田宗弘    
全ては昨年

の予選落ちか

ら始まってい

た。2008、2009

年と 2年連続で

決勝に進出し

ていながらの

予選落ち。「自

分は何をして

いたんだ」と自

責の念にから

れた多田は昨シーズンからシクロクロ

スにも参戦し、今年からは自転車チー

ムにも所属するなどしてレベルアップ

に努めてきた。 

昨年秋からMTBOチームで始ｆめた地

図を使っての練習も大きな効果があっ

た。自主トレ中に自転車を壊し、買い

替えたのもまた今回の結果に少なから

ず好影響があったようだ。 

2009 年の 46 位から 24 つランクアッ

プの 22 位。世界で 22 位であり、大変

な快挙である。来年の目標は「入賞」

だ。 

  

史上史上史上史上 3333 人目のファイナリスト！人目のファイナリスト！人目のファイナリスト！人目のファイナリスト！        

羽鳥和重羽鳥和重羽鳥和重羽鳥和重    
 出国時には

「ロング予選

通過はすんな

りだろう」と自

信を見せてい

た羽鳥であっ

たが、予選でと

んでもない目

に遭ってしま

った。レースの

前半で民家の

敷地の脇を通るルートを抜けようとし

た際に、あろうことかその敷地の地主

と地元の警察に呼び止められてしまっ

たのである。 

 羽鳥はその影響もあって後半はペー

スを落とし、予選通過ラインの 20 位を

下回る 24 位でフィニッシュした。 

 しかしこれは主催者に「地元渉外が

不十分であった」という落ち度があっ

た事はまぎれも無い事実であり、羽鳥

は「自分のそれまでのタイムなら予選

通過できたはずである」として提訴。

深夜に及ぶジュリー会議の結果、羽鳥

の決勝進出が認められたのであった。 

 ロングで予選の無かった第 1 回を除

くと、羽鳥はこれで多田宗弘、玉木圭

一に次ぐ 3 人目のファイナリストとな

った。また決勝でも羽鳥は 50 位とし、

予選はトラブルが無ければ問題なく通

過していた事も示した。 

  パワーアップし続けるものたち 

 

大会報告 
藤島由宇 
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リレー・フィニッシュ直前の水竹真一。今回の結果を相当悔しがっており、今

後はナヴィゲーション技術を向上させるためにフット O の大会にも積極的に

参加して行くとの事。とれとれライダーは地力ではオリエンティアに数段も勝

るため、来年の更なる活躍が期待される。（大会ウェブサイトより） 

 

スプリント・フィニッシュした羽鳥（多田宗弘撮影） 
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メダルならずも順位更新！メダルならずも順位更新！メダルならずも順位更新！メダルならずも順位更新！    

宮内佐季子宮内佐季子宮内佐季子宮内佐季子    
 昨年のレー

スから「2011 年

はメダルを獲

りに行く」と目

標を設定し、ト

レーニングを

重ねて来た。今

年に入ってか

らは 4月と 7月

に海外遠征も

行った。 

MTB の力は、既に日本国内でもトップ

クラスにある。シクロクロスも昨年度

は全日本選手権 3 位とし、財団法人日

本自転車競技連盟の強化指定選手（育

成）にも選ばれた。 

個人戦の 3 レース全てでメダルを狙

いに行った宮内であったが、ロング 15

位、ミドル 21 位、スプリント 21 位と

メダルには届かなかった。帰国後もし

ばらくは悔しさがこみあげ、落ち込ん

でいたとのことであった。 

来シーズンへは「今後出る MTB やシ

クロクロス大会は、全て MTBO のため」

と位置づけ、引き続きメダル獲得を目

指す。 

 

リレーで区間トップ獲得！リレーで区間トップ獲得！リレーで区間トップ獲得！リレーで区間トップ獲得！    

皆川美紀子皆川美紀子皆川美紀子皆川美紀子    
 昨年に引き

続き、加納尚子

とともにフッ

トO世界選手権

と連戦した皆

川。フット Oリ

レーで右膝を

打撲しており、

MTBO で最初の

レースとなる

ロング予選は

右膝にテーピングをし、様子を見なが

らのレースとなった。 

幸いにして打撲は悪化しておらず、

ロング決勝は 42 位で完走。ミドルも 41

位とした。 

そしてフット O の世界選手権から数

えて通算７レース目となるリレーで、

皆川は輝いた。皆川は昨年に引き続き 1

走を担当したが、スタートすると積極

的に前へ出た。そして①→②で 1 分 56

秒の区間トップを獲得したのであっ

た! 

皆川はその後順位を次第に落として

しまうも 7 位で 2 走の宮内にチェンジ

オーバーした。宮内も「皆川がいい位

置で帰ってきてくれて、リレーを走っ

ている雰囲気を感じることができた」

とその走りを大いに評価していた。オ

リエンテーリング女子日本チャンピオ

ンの名に恥じぬ、素晴らしいレースを

MTBO でも見せてくれた皆川であった。 

 

（藤島由宇） 

 

皆川のリレーでのラップ（公式成績より一部抜粋）。皆川は第 5 コントロールまでは全選手中の 3 位、1 走の選手の中でも

先頭から 2 番手の圏内でレースを引っ張った。 

 

ロング予選・やや辛そうな表情でフィニッシュした皆川 

（大会ウェブサイトより） 

 

スプリント・フィニッシュ直前の宮内（多田宗弘撮影） 


